
編

集

後

記

『
年
報
』
第
二
六
号
を
お
届
け
す
る
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
グ
ル

ー
プ
研
究
等
か
ら
の
「
特
集
」
の
ご
希
望
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
号
も

所
員
か
ら
の
投
稿
論
文
で
編
集
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
「
論
文
」
は
七

編
と
例
年
よ
り
多
く
、
と
れ
に
「
研
究
動
向
」
と
「
書
評
」
の
各
一

一編

が
加
わ
っ
た
。
編
集
子
の
記
憶
で
は
、
英
文
の
論
文
が
『
年
報
』
に
掲

載
さ
れ
る
の
は
、
乙
れ
が
初
め
て
の
乙
と
で
は
な
い
か
と
恩
う
。

慣
例
で
は
、
「
書
評
」
は
学
外
の
研
究
者
に
お
願
い
す
る
と
と
に
な

っ
て
い
る
。
「
身
内
」
の
議
論
の
殺
を
破
る
た
め
で
あ
る
が
、
今
回
そ

れ
を
踏
襲
で
き
な
か
っ
た
の
は
ほ
ぼ
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
昨
年
六
月

に
投
稿
希
望
を
募
っ
た
際
、
申
し
込
み
は
論
文
八
編
、
研
究
ノ
！
ト
二

編
、
研
究
動
向
一

一編
に
の
ぼ
り
、
合
計
す
る
と
予
定
枚
数
を
二
百
枚

円
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
）
以
上
も
上
回
る
計
算
に
な
っ
た
。
そ
乙

で
、
編
集
委
員
会
ハ
石
塚
、
加
藤
浩
平
、
広
瀬
、
鈴
木
）
は
、
執
筆
を

申
し
込
ま
れ
た
方
々
に
希
望
の
枚
数
を
削
っ
て
頂
く
可
能
性
が
あ
る
と

と
を
お
知
ら
せ
す
る
と
同
時
に
、
論
文
等
を
優
先
し
て
、
本
号
に
は

「
書
評
」
を
掲
載
し
な
い
と
決
定
し
た
。
だ
が
、
幸
か
不
幸
か
、
締
切

り
直
前
に
な
る
と
辞
退
さ
れ
る
方
が
相
次
ぎ
、
今
度
は
一
転
し
て
、
予

定
枚
数
を
大
き
く
下
回
る
と
と
に
な
っ
た
。

ζ

の
た
め
、
急
述
、
書
評

を
掲
載
す
る
乙
と
に
な
っ
た
が
、
何
分
に
も
執
筆
期
聞
が
短
く
、
外
部

の
方
に
お
願
い
す
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
編
集
子
と
し
て

は
、
や
や
安
直
な
方
法
で
あ
っ
た
と
反
省
し
、
次
号
か
ら
は
従
来
の
償

行
に
戻
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
除
け
ば
、
編
集
作
業
は
概
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。

な
か
で
も
、
締
切
り
か
ら
一
週
間
を
越
え
な
い
期
聞
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
論
文
が
寄
せ
ら
れ
た
乙
と
は
編
集
子
と
し
て
は
や
や
驚
き
で
さ
え
あ

っ
た
。
執
筆
者
の
方
々
の
ど
協
力
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま

た
、
海
外
と
の
連
絡
を
は
じ
め
、
例
年
以
上
に
多
か
っ
た
と
息
わ
れ
る

編
集
実
務
の
多
く
は
、
竹
内
佐
和
子
氏
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。
記
し

て
、
感
謝
し
た
い
。
例
年
通
り
、
本
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
公
人

社
の
大
出
明
知
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
か
ら
、
御
礼
申
し
上

げ
る
。す

で
に
ど
承
知
の
よ
う
に
、
乙
の
四
月
か
ら
、
当
研
究
所
の
所
長
に

麻
島
昭
一
氏
、
事
務
局
長
に
高
橋
祐
士
口
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
来

年
度
に
は
所
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
「
社
研
四
十
年
史
」

の
編
集
作
業
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
所
員
の
方
々
を
は
じ
め
、

皆
様
方
の
い
っ
そ
う
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
鈴
木
直
次
〉
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